
消
火
困
難
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
タ
イ
ヤ
な

ど
の
化
学
製
品
火
災
に
有
効
で
す
。
泡
で

消
火
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
水
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
水
損
被
害
の
防

止
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
タ
ン
ク
車
に
は
２
ｔ
の
水

を
積
載
し
、
従
来
ど
お
り
の
放
水
も
可
能

で
す
。
使
用
し
て
い
る
消
火
薬
剤
は
、
食

器
洗
い
洗
剤
と

同
じ
天
然
油
を

主
成
分
と
し
て

い
る
た
め
、
人

体
や
消
火
後
の

環
境
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

放
水
後
の
泡
も

１
日
ほ
ど
で
消

滅
し
ま
す
。

　
新
タ
ン
ク
車
を
配
備　

平
成
26
年

12
月
、
田
原

消
防
署
に

Ｃキ

ャ

フ

ス

Ａ
Ｆ
Ｓ
搭

載
の
タ
ン
ク

車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ

と
は
、圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
の
意
味
で
、

水
と
消
火
薬
剤
を
高
圧
空
気
で
混
ぜ
合
わ

せ
て
泡
を
作
り
、
水
の
代
わ
り
に
泡
を
放

水
す
る
装
置
で
す
。
こ
の
泡
は
、
可
燃
物

の
表
面
に
付
着
し
、
燃
焼
に
必
要
な
酸
素

を
絶
つ
こ
と
で
消
火
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
宅
火
災
や
水
だ
け
で
は

で
作
ら
れ
た
乗
り
物

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
打
者
が
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
空
振
り

だ
っ
た
場
合
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る

⑤
牛
乳
と
卵
で
作
る
甘
く
て
や
わ
ら

か
い
食
べ
物

⑥
三
次
元
の
物
体

⑧
チ
ョ
キ
に
強
く
て
パ
ー
に
弱
い

⑨
主
に
建
物
の
上
部
を
覆
う
構
造
物

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
３
月
31
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
冬
号
の
答
え　

パ
レ
―
ド
】

（
応
募
総
数
20
通
中
、正
解
19
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
ば
ね
の
こ
と
を
英
語
で

②
東
京
都
に
よ
っ
て
設
立
・
管
理
す
る
こ
と

③
キ
ャ
ン
プ
に
使
用
す
る
照
明
器
具

④
葉
や
花
を
支
え
る
部
分
。根
か
ら
吸
収
し
た

水
分
や
栄
養
素
を
植
物
体
へ
運
ぶ

⑦
人
や
物
を
乗
せ
て
水
上
を
渡
航
す
る
目
的

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 ⑧

①D

Ａ

⑦Ｃ

③ ④

⑥

⑧

②

⑤

⑨Ｂ
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